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1 •特にま意しでいただきたいこと、ミきのため13すお則ください 


この取扱説巧盡および 製品への表示では、製品を安全に 正しくお使いいただき、あな 
たや他の人々 への 危害やお產 への 損害を未然にお让 ずるために、いろいろな給表示を 
しでいます。その表示と意 呪まなのぶでになつでいます。 巧客をよく理おしでから本 
でをお読みください。 


A 危険 


この表示を無視しで、鬻巧長取り扱いをすると、人か‘死 t または震傷を貸う 
危険び差し迫つでをじる迄をが想定される内客を示しでいます。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人び死巴または靈隱を負う 
巧能性び想定される巧容を示しでいます。 


へ ♦ 、 ni.||iifciyw 

ns 汪忌、 


この表示を無視しで、誤ちた取り扱いをすると、人び傷害を負ラ危険び想定 
される两容および物的損害のみの発ちび想定される内容を示しでいます。 



A 記号はミ主意を促す巧容びあることを吿げるをのです。 

図の中に具体的な;'主意内容(左図の場さは一般的な注意)び描かれでい 
ます。 


〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やを傍に具体的な禁止内容(左图の場合はガソリン禁止)が描か 
れでいます。 


贷記号は行為を強制したり指示する内容を告げるちめです。；が;巧 
图 のかに 具体的な指示の容（左图の場合は電源プ5グを3ンたント 
から巧いでください）び描かれでいます。： 




>ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の富い油は、絶巧に使用しないでください。 
义がの原因になります。 




A 警告 


參スプレー定厳禁 

殺虫剤などのスプ レー宙を温風のあたるところに 
放置しないでください。 

熱でスプレ-•生の圧力び 上が'り爆発し、危険です。 











A 警告 


•換気が要 


換気せすに使用 しつづけないでください。 

酸素び 不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素など 
び発を しで 中囊 になるおそれびあります。 

使用中は必す1時間に1〜2回 （1 〜2分）換気し 
で、新鮮な空気を補給しでくださし、。 

窓の凍結、地で室など換気び十分に巧えない場所で 
は、使用しないでください。 



•温風吹出口をふさびない 

•巧類、紙などで温風吹出□や空気取入□をふさび 
ないでくださし、。 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃焼や义災の原因 
になります。 

@ストーフ''乃ードなどの囲いに干し物を掛けたり、 
カーテンなどで背面の温風空気取入□がふさびれ 
ると、本体が'過熱しで、操作部が'変形したりやけ 
どや故障-破損するなど大変危険です。 





•寝るとを消义 

寝るときや外出ずるときは、必す消义しでください 
また、人目の届かないところでは、使巧しないでく 
ださい。 

不完全燃焼や異常 燃焼 • 义災のおそれが'あります。 



參可燃性ガス使用厳禁 

フアンヒーターを 使用しでいる部屋で、巧燃性力' スび発をずる 
ちの（ベンジン、シンナ…、 ガソリジがスプレー などを使用し 
ないでください。 

义災や®隱の原因(こなります。 
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1 .特にを意 u : りただきたりこと、きをのためにあずおすりくださし、 


八 ♦'今-- - r * i - 

/vs 江 , 音、 


•力一■■テン、可燃物お接禁止 
力___テンや燃えやすいちののそば、ほこりの多し、 
場所などでは使用しないで < ださい。 

义災び発をするおそれびあります。 


が 


0 


雜給油時消义 

給';をは、必す消义しでから巧い、こぼれた 
なミあは、よくふきとつでください。 

义巧のおそれびあります。 



•居室内給油禁止 

給'油は、必す乂の気のないところで巧つでください。 
乂災のおそれびあります。 ___ 

♦油 漏れ 確認 

給ミ由□は確実にしめ、給ミを□をでにしで、油漏れが' 
ないことを確かめでください。 

給ミを□が'確実にしまつでいないと簡単に開いで、乂 
巧のおそれびあります。 


划 


〇 

〇 


•異常時使用禁止 

におい、すすの発を、炎の色など異常を感じたとき 
は使巧しないでください。 y 

異常燃焼のおそれびあります。 が^ 

•緊急時は電源ブラグを抜いで消义しでくださいご'み‘， 

■义 如 n 如 -ヴ J , 鄉が 


勞( 

適 


雜ほこりの除去 

エア■-フィルターは、週1回な上必す掃除しでください。 

ごみ、ほこりなどでフィルターカ<つまると、異常燃焼のおそれが 
^ありまず。_ __ 

雜温風に直接あた6ない 

温風に直接長時間あたらないで < ださい。 

低温やけどや脱が症状になるおそれびあります。 バー"：一一 -N 


戀 


■ 方なとびお使いになる場合は、お 

議。 I :義室^^ 

‘.‘こ衡窝、をがじよつではをあせすることび 













A 还忌 


•离温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、 温風吹化□巧近が'高温となり 
ますので、をなど ふれないでください。 

やけどのおそれび あります。 

•ルさいわ寺卜まのいるご寒庭では、特にま憲しでくたさい. 

雜分解修理‘改造の禁止 

故障、破損したら、使用しないでくださし、。 

不完 をな修理や改造は危険です。 

お買い求めの販売店に修理をの頼しでくださし、。 




>保管時にしていただくこと 

長期間使用しないとさ又は保管するとぎは、必すな';由を抜いでくだ 
さい。傾けたり、横倒しのが態では保管しないでください。 

义災のおそれびあります。 




を電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、物を乗せたり 
しないで < ださし、。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持って 
引き抜かないでください。 

乂がや感電の原困になります。 



雜電源プラグは確実に差し込む 

電源プラグはコン t ントに根元まで確実に差し込んでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンじントは使用しないでください。 
义巧の原因になります。 


參長期間使用しないとをは電源プラグを巧く 

長期間使用しないとぎは、輩源プラグを巧いでください。 

火ぶやず想しない事故の 原因になります。 

參醒源プラグのお手入れを 

とぎどをは靈源プラヴを抜ぎ、 ほこり及びを 屬物を除ましでくださ 
い。 

ほこりが'たまると湿気などで 絶縁不度になり、乂 巧の原因になりま 
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週 


:だきたいこと、まミのため13ず約りくださし、 


A 注意 


!なの場所では 使用しない 

义巧やず想しない事故の原因になります。 


•か平でない場所、不安定な場所 
•風のあたる場所、部屋の出入 □ 
•マントルピースなどフアン ヒー 
夕一び囲われる場所 
® ほこりや湿気の多い場所 
* 可燃性ガスの発をする場所又は 
たまる場所 


• 不安定な物を乗せた棚などので 
•直射曰光のあたる場所、温度の屬 
い場所 

•温室、阔育室など人のいない場所 
•標富が1000 m を越えるよラな高地 
•理•美容院、クリーニンク''店など 
スプレーや化ぎ薬品を使ラ場所 


0 



•可燃物との 距離を離す 
燃えやすいちのや障害物とは、必すち図に 
示す距離をとつで設置しでください。 

特に力ーテンなどびフアンヒーターにふれ 
ないよラにしでくださし、。 

义がの発をするおそれびあります。 


•藥などにおブけす 
おを装靈がが®ず • 


l(X)cm は上 


•正常燃焼の確認 

正萬に燃焼しでいることを確力、めでくださし、。 
(17 ぺージ参照）. 


之る 


馨フ□ン ガス*枝毛用化粧料ま意 

理■美容院や化尝工場、クリーニング店などスプレ 
-■や化等薬品（フ□ンガスや塩素系落剤）を使ラ場 
巧での使用は避けでください。 

フ□ンガスなどび炎にふれると有裏ガスを発をしま 
ず。 


雜傾さ-振勸ま藏 

水平な場所で使巧しでください。 

振動の激しいところでは、使巧しながでください 
異常燃焼や誤作動の原因になります。 

















雜麗溫ミま遞 

直射曰光のあたる 場所や、温度の高い場所（例：熱 
のこちる場所、他の 熱源の影響を受ける場所）では 
使用しないで ください。 


•異物差し込み禁止 

温風吹出 □やフアンヒーターのの部には、紙-巧- 
プラスチックなどの異物を入れないでくださし、。 
発煙-発义のおそれびあります。 

温風空気取入□のかに、指や棒などを差し込まない 
でください。けがをするおそれびあります。 


•変質な油禁止 

変質な油、ミ号れたなミ巧、かの混じっているな油などを使用しなし、 

マ<^-"ドか、 

異常燃焼や故障のおそれが'あります。 


•'打油の保管 

なミをは、义気、雨水、ごみ、昌温および直射曰光を避けた場所に 
保舊しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。誤って使巧すると 
異常燃焼や乂災のおそれが'あります。 


•曰常のお手入れ時のま意 

曰常の点検-寺入れは必す巧ってください。 

点検-き入れは消乂後ファンヒーターび十分ちえで 
から、 必す電源 プラグをコンじントから抜いで巧っ 
でください。やけどや感電のおそれが'あります。 

(25 〜27 ぺージ 参照） 


，、るごま庭では、ロリ U ルタこ/お; 巧をきの 
こ读をしでください， 

#黨は、 魔ちに医師にご相験ください。 


























2 .効果的に使用するために 


し 



参が気に接する 窓のでや壁面に置くと、ち気びファ 
ンヒータ…で暖められ、 温風としでな流しまずの 

で効果的です。 


温風の循環を總ばな 
いで 



® 温風 吹お □の前面に障馨物を體かないでくだをい。 


I 曠害物びあると："部慶の窥度じむらびできる强かりでなく、 

本体の溫度げ上昇しで危隊でず。 ： 

.'.'■■一 '-: ... ..... 


参温風砍化□側の空間を広くとれる場所を選んでく 
ださい。 


I 






.賊て '-: ' 


が観國-構造 


正 面 


タンク室フタ 


エアークリーン送風の出 □ 


週熱巧止装置 

前パネル 
燃焼確認窓 

温風吹化 □ 


背 面 


エアー ク U — ン 

ア…ス用端そ 



絕溜タンク 
満タンブ1ザ^(灣歷） 
ミ宙靈計 ( W 面） 
給巧 □ 



とつで 
操巧部-表示部 


オイルフイルター 
置台 


固定タンク 
電磁ポンプ 


電源コ…ド 



邏顧空賓取乂 □ 


ルームサー モむンサ- 


了- p — l ィ I しクー 
燃鱗を氮取乂 □ 














3 .錢部の濕赖 


操作部-表/巧部 


(( W )) 表示のある頂目は、 点な初期 にア号ームが 3 回鳴ります。 

- ィバ5機お义ホー‘’’ I 

• 5钞点义の忆ット■解除をするときに巧し : ^ M 

ます。 （16 ぺージ） か•り） 

し -- 單い点滅 

5秒点み表巧;^;為 ■ M 

I な一灯! _己巧点义びできます。 ] ::: 


給油表巧 


点 滅 

(((•り） 

自動消乂する20〜40分位前 

單い点滅 

述祝れで自動消乂 

(('•») 

(運転ランプち早い点滅） 


(15 ぺージ） 





















3 .各部のち称 



(19 ぺージ:): 


/ で令 ’ >lM 

戊心ク y 晴 


点な燃焼中 


，.::鑽產夺"- 

•設定温廈忘をえるときに押します。 


ほ…'’’温度を下げる 
高……温度を上げる 


(17 ベージ） 


獲賴涕參ン( 邏159ンプ簾 獄 

•点义-消义するとまに巧しまず。 


草い点滅;1何かの原因で自動'消义 


* タイマー運転するときに巧します。 


»チヤイルド□ツクの t ツト 
ぎに巧します。 


解除をずると 


I ゆらぎ省エネ運転のじツト'解除をずると 
きに押します。 


'なゆらぎ省エネ運転を 
( fe — ブ消火中ち点灯） 


(17 ぺージ） 


点 打 

タイマー運転中 

点 な 

(((•)》 

タイ7—運較による1時間有動消 
义 ゎ':;: 


•フアンヒーターが停止中、エアークリーニ 
単独の運短' 停止をするとぎに巧します。 

(22 ぺージ: 


(20 ぺージ） 































ミ主）イラストは説明のため全部 
点な-表示した状態でず。 



給油 


デ梦多化表/巧部 


が 


設定温度室の温度 i 


车前 


時計合せタイ ス —含せ 


氏アーク U —ン 


設を溫度室巧温度 

W ぶ 


I 温度表示 

ち側：設定温度表示り2で〜30で） 
ち側：室の温度表示 (0 で〜3日‘ C ) 


設:定湿度室巧温度 


^設を温度室巧温度 

年前 C . ご n 
LI ■ J LI 

タイ 7— をせ 


>現在時刻,、,..時計合せ表示 
時計含せ表示消な:現巧時刻 
時計含せ表示点灯：時計合せ 
(例）午前8時30分に時刻をじツト 

>タイマー時刻、タイマーをせ表示 
タイマーをせ表示点な 
(例）午前6時30分にタイマー時刻をじット 


設定温度室の温度 


設定温度室巧温度 


設定温度室の温度 


—— -- おぶ 

初めで電源プラグをコン t ントに差し込んだ場さや停電を再通 
電 


• DFF 表巧点滅：消し忘れ消义装置による自動ミ肖义5分前 
« Cff 表示点な:消し忘れ消‘义装置による自動消义 
タイマー運おによる1時間白動消乂 


• [し表示 ；チャイルドロックのじット表示 
運転ボタンを巧してち点义しません。（[^表示点滅） 


設定温度窒巧温度 


1 E 日表示 ;巧震白動消义装置のた動 
再度、点义操がをしでください。； 

I その他の f 表示；途中失火 ' 着义不良 (29 ベージ參照） 
巧組のちおを確認後、再度点火操巧をしでください。 














4 .使巧前の華備 



上巧义•(若) 


満タンブサ '• 


h 卜させないでくた 
i ないとぎは、灌灌 S 

たたきは.ち寮達 


[ ァみみ, y ボタン霉池は、 ルさい おさ様が 誤っで歎み込む と 
■レ、* >を〜■巧み込かだ揚 戸よ、 度ちに医師 じご相談く たさい 
I ずと，巧クン—ノブ-の- 爵ヴかさく なったり、 鳴ら t 
ホ 池を巧換しでを電等富が 鳴らない ときは热膚 でずみで、 ま 




德觸請鐵攀麵 


給油タンクを取り出し、満タンブザーに電淮をたットする 


参包装箱からファンヒーターを取り出し、パッキン 
巧を取0除いでください。 


-タンクが是 


参満タンブザーとは… 

給油時にななを入れすぎで満タンになつたとき、またはご使用中に給ミ由タンクののなミをびかなく 
なつたときに靈寺离〔ピピピピツ（狗5秒間)〕でおがらせする機能でず。 


圓觀箱からフ7ンヒイ 


"を出す 


•電池ふたの ae 日を満タンブザーの▽巧に含わせで 
はめ这み参目!]位置までちへ回し、確実に締めでく 
ださい。 


♦給ミ由□をで側にし、満タンフ''ザーの靈寺琶（ピピ 
ピピッ）び'鳴ることを確認しでください。 


毎裝箱 


•10 円玉等の硬貨などを^^部のへこみ部に入れ 
電池ふたの▲印部を満タンブザーの VEP 位靈まで 
左に◎し、電池ふたをはすしでください。 


♦巧属のアルカリボタン電池 ( LR 44) の卡極を上に 
し水平に它ットしでください。 
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4 .礫满前の準備 



幾' 


長期間曰光にあた 
る巧や温度の島い 
巧に保管したな';由 


昨シーズンより持 
ち越しの巧逆 


容器のふたび開け 
であったり、乳白 
色のポ U 容器で保 
舊したなミを'‘- 


水'ごみ'ガソリン' 靈油- 
機概 a ■ でんぷら a … 


H 巧一変質巧ミをや不純な巧を使巧 

••'.給油固をタシヴ的の脚..油を巧き、きれし 
圈彌つでから■陵ち.しでくたぶい 
(悪い'組が残つでいると巧発しまず。） 

• 瀑いなを巧き巧つでを知乗のないときは- 
- 売店または、お巧<のコ U: 卜お菩もまごす目養 
ださい。 


.西で修壌を滋賴されたと廷は、保証! 
の爆窝は i ン巧總をお醫し巧?めの販黃 i 


な巧とガソなン⑩爲分けかた 


指先(こ燃料をつけ、悬狸ふ费かけます。 

(乂の気のない所で巧つでください。） 


使用燃料 


圓変質な油-不純な油とは 


燃巧は必聋な'油 U に1嵩な油）を使用しでください。 


參変質な巧、不純な巧、ちれたの进、？火の混じつで 
いる灯ミ由などは、絶巧に使用しないで<ださい。 


雜な;'由は必す义気-雨水.ごみ‘高温および直身す曰 
光を避けた場所に保管しでください。 


参極度に変質したちのは、黄色巧びかったり、すっぱい臭いびします。 
參必ずな油巧のポリタンクをお使いください。 

雜な'庙はシーブン中に使いきりましよう。 


• ぶ S 危険カソリン-シンナーなどの揮発性の富 
い油は絶巧に使用しないでください。 

义災の原因になります。 


灯油は 
めれたまま 


ガソリンは 
ずぐ乾< ! 











4.使用前の華お 



満タンお知らせ 
の靈 

適醫位麗 


ピピピピツ 


にたよらす 


ヴザ- 






















給油 


稽痛 


.'〜ぶ'意 


♦水平で安定のよい床の上に設置レでください。 

平に設置されでいれば、巧麗宜動'お义装置は有動的にセ 
卜されまず。 み—-：こぶ 一':. .'もこダ‘ 

頃勤8た爆巧や、振動の激しい場巧で使用ずると、燃焼す 
の原茵じなります。’また、巧靈宜動消义裝慶が正しく巧11 
^ません。 .…ん — , ン… .’ ， , 


参置台-給油タンクに、ミを漏れ- '逆たまりや油のに 
じみびないか確認しでください。 


•巧漏れのとをは、使用を单比し. 
'■ らお麗い求めの販売巧にごお験: 


•電源プラヴをコンじントにおの根元まで確実に達 
しをんで < ださい。 











IS 


':滿 庶火む乘替央だ 
L * 5拽な乂はに時お 
r®s 5砂な义表をがち 
'巧. の消鹽藥力びかえ 
■運輯棒止审に5ホ 
蒙 取み〇がかし嚴/ 
. •タイマ'—''遷おじ1 
てみ. 义キーをがしで1 


♦ 5 秒点义表示び点なします。 

♦ 5 秒点义表示を点灯しでおぎますと、点义操作後、 
約己砂で点义します。 

♦ 5 秒点义を辭陈するとぎは、ちラー度5祕点义キ 
-を押しで、5秒点义表示をミ肖!なしでくださし、。 


5砂点义 
5砂点义キーを巧す 


選拓停让中じず熱しでおく ことにより、点义時間を短縮させる; 
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•着义しましたら、 燃焼確認窓から燃焼が態を確認 

しでくださし、 


X リフト燃焼 

炎が飛んだり澤いたりし、 

音や臭いが'出で、な消えす 
ることびある。 

X 襲义燃燒 

襲毎い炎が運続し で全潤に 
吐 i でし、る。 















消し忘れ消义装置 f 3 時間自動消义機能) 



万一の消し忘れを防止するため、点义操作を3時間で自動消乂し、アラームと 
でお知らせします。 


〈な阿〉 


選長時間むレクトボタンを巧す 



•連続で運転したいとぎは、自動消义する前に延 
長時間たレクトボタンを巧しでください。 
巧したときから、さらに設定した時間だけ運転 
を継続します。 


■延長禱閣じレクト 


延長時闆 t レクトボタンを1回押すごとに、運転残り時間が'巧のよラに選べまず。 


3時間 


9を遍度 塞巧遍屋 



2時間 

設お滋お 塞两遜度 

[ み S ' I 


1時間 


国定温度 窒巧溫度 



. 延長時閥むレクトボタンを巧 
しでい る間、デジタル表巧部 
には延長瞬間び表示されます 
び、きを®ずと白動のに湿慶 
表示にのり醫わります。 . 


(モラ1廈巧ずと3時間になりまず。） 


擾時簡邏紋’-.：■■ちおするときは、わ部を’の阳巧じ十分気をつけでください 


誦 













■現在時刻の含ねせかた 


時 it さ城示にする 



♦表示の換キーを巧しで、デジタル表示部を時計を 
せ表示にしでください。 

接 •ホ忆ツトの媛食 r 巧期を況ますを口 :古〇とな0ます。 


3 瞬刻をさせる 



参時刻合せキ ー( 時） • （分)を押しで、デジタル表示部 
の時刻をさわせでください。 

♦キーを巧しつブけると、表示は運続しで変わりま 

ず';’:- 





取、'ご 


燃ります 


タイ時刻の 含ねせかた 


タイ7-爸せ表就こする 



♦表示の換キーを巧しで、デジタル表示部をタイマ 
—合せ表示にしでください。 

•現在時刻の含わせかたと同様にしで希望のタイマ 
—時刻にさねせでください。 


















fe ット時刻 
になると 


參運輯中または、 運転ボタンを押した後、タイ 7 — 

蓬転ボタンを巧しでく ださい。 

馨タイマーランプび点なし、 デジタル表示部は時刻 
表示に切り誓わります。 

參さねせた時刻になると、 自動的に*$5を關おしま 


違飯 A / の 


♦タイマー運転を解除したいときは、 邏輯ボタンを 
押しでください。 

タイマーランプび消なします。 


•室溢がほいときは, 
■を' 連巧を開始しまず< 


守中に燃焼を開始するよラな夕 











CU チ^ Hz ド□ツク)ボタン 

を3麵貫 


參停止中に C し(チャイルド□ック）ボタンを 3 秒な 
巧に3回巧しでください。 

参チャイルド□ックび t ットされ、デジタル表示び 



r 乙 I となります。 

® チャイルド□ックの解除は、再度 C し(チャイルド 
ロック）ボタンを3秒が巧に3回押しでください。 



•チャイルドロックとは… 

お寿様などにホるがたずら操作の防止や、誤って運転ボタンを押しでち点义しないよラにしたし、 
ときに使甫ずる機能です。 











エアークリーンの使用方を.おま入れ效幾 


使用方を 

懸常はファンヒータ…の燃焼び始まると同時にエア-™クリ^ン表巧び'点なし, 
S 動的にエア…クリ-■ン運転します。 


•フアンヒ…夕一の運症を停止すると同時にエアーク1」ーンち厚止します。 


エアーク U ン運類 だけをしたいと まは 

♦フアンヒーターの停止中に闷 C (エアークリーン) 
ボタンを巧すと、エアークリーン表示び点巧し、 
エアークリーン運輯をします 0 
♦ちう一度 AC (エアークリーン）ボタシを巧ずと、 
エアークリーン表示び消なしでがをア^クリーン 
運転は停止します。 


«• エアークリーンをを巧连巧がたときは、巧流巧送溫機により 
'龍 温風巧化□びらもまず， 


向 C ( I ア-クリ…ン)ボタンを押す 




t 巧.:趨邦(常微掉驚を乎''巧...齡麵.挺 


でくださし、。 









エで…クリ…ンユニット 
/ストッパーを上に、 

U 申しで引费出す 。 i 


エア…ク IJ …ンユニット 
を洗淨する 


♦中性ミ先剤を落かしためるま湯か水にひたしで、し^ 
らなくなつた歯ブラシなどでちれを落としでくだ 
さい。 

参すすぎ洗いをした後、曰陰でよく乾かしでから、 
本体巧に它ットしでください。 


»巧巧、放®極.集じん極あなどを変おをせなし>ようにを愚レでください。 

■ 的 r をとさ、 コム字巧などをしで、がお極の針先でけびをしないようじ;ち想しでくた.’’， 


-てアーク U — ン 
n ニッ'卜 


參エアークリーシ機能をいつち嚴度の状態でご使用 
1:;接がは<ため、 を期的にエア""クリーンュニット 
の点検-ま入れをしでください。 

善必すエアークリーン運転を停止しでから巧つでく 

ださい。 


エア づリ—ン2こット0攝踪 


エア…クリ…ンユニットび汚れると、エアークリーン表示の点滅 (10 砂)で 掃除時期をお知らせします 


I エアづリ-ンユニット 
を引き出す 


ストッパ‘ 


♦エアークリーンユニットの挿入□上部にあるスト 
ッパーを巧し上げながらエア…クリーンユニット 
を引さ化しでください。 

；： * .が畢砸のホ 
ふれるとち巧 
口まごを 












このつ アンヒーターには巧のよラな安を装置びついでいまず。 

すべでのを全装置は、異常が'取り除かれでち再度点义操作をしなければ運癒は!寧让した 
ままです。 

原 因 処置巧法： 


安を装置 


亥さ震白動消义装置 


不ちを燃焼的止裝置 


点义巧を装置 

重敎讓驾！發稱閑誘穿摊摩鎮苗键を资鱗緣寒黎 i 薄商！ I 凌骑鑛:を游潑鱗 i : 疑!^^^^^^^^ 

燃焼制御装置 
停電安を装置 


熱荫止装置 


消し忘れ消义裝置 


I 強い地農や振動、衝撃を受け 
たとぎ 


E 弓 


I 部屋の換気不足のとぎ 
I エアーフイルターの目ブまり 
による燃焼巧空気不足のとぎ 


也震によってが動した場含は、 
周囲の可燃物、本体の擴《、な 
ミ由のあふれなど異常がないこと 
を隨認したを、点义操がをしで 
ください。 

(巧動をは自動的に它ツトされまず。） 


〔し I 


に 


‘点义 S スをしたとぎ 
I 異常燃焼をしたとぎ 


國 


• 部屋の換気をしでから点义操作 
をしでくださしん 

•エアーフィルターを掃除しでか 
ら点义操巧をしでくだざい* 

• 1時間に1〜2回程度必ず換気 
しで < ださい。 


I 曰常の点検.き入れ （25 〜27ぺ 
ージ参照）をレでから点乂操が 
をしでくださ 

’なおを異常がある揚さは、お翼 
いホめの販売店にご相談くださ 
し、。 


I 停電したとき 
I 電源プラグび抜けたとき 


(作動時） 


(復帰時） 


' 温風空気取入□や温風吹出 □ 
びふさびつたとき 
I 温風の出曰の前画に障害物な 
どがあるとき 



• 

-- 一 

■ 

と H 


(が動時） 


(復帰時）（作動時） 


>方一の消し忘れを防止するた 
め、点义操作後3時間で有動 
ミ肖义しまず。: 

「口-む I 

が ,-, J 


I 通輩後、点义操作をしで< ださ 
い。 

I 電源プラグを確認しでくださし、。 


I 本:体び巧えでから、温風空気取 
入□や温風の出□の点検 • 清掃、 
罔画の確認をしたを、点义操巧 
をしでくださし、。 

‘赃麗後ち巧動する爆合は、お翼 
し、求めの販売店にご相談くださ 
い。 


I 点义操巧をしでください。 
( 18 ぺージ参照） 




















7 .因常の点お-寺入れ 



点機•蒙入れは、漏义後フアンヒ…夕…び十分ちえでから、必す電源プ 
ラヴをコンたントから巧いで巧つでください。 




使用ごとの点檢 


謂透の巧燃物 


参哉ま意 j フアンヒーターの周のには燃えやすい 
ちのを置かないでください。 


油漏れ，油0たまり 

油のにじ影 


參ミあが漏れでいたり、迪のたまり、にじみびないか 
点検しでください。 

參ミを漏れのあるとぎは、お質いずめの販売店に修理 
を依頼しでください。 



除(渥1圈が上) 



♦エアーフィルターをはずしで、掃除機文は、ブラ 
シできれいに掃除しでください。 


A 法意 J 


'ルタ- 


ごみやほこ。で呂ブま。ずると燃晚巧見の原因に 


よくたんごせでから取り巧けでくだぞい'。 
t で * ホまで淀巧しないで<ださい。 

g 巧されます户、ごみ.ほこりなどび送風経龄 


君举靡原邸ぶりま。 


溫風空気取入□の掃除(超 3 圏な上) 



背面の温風空気取入□に綿ごみなどび付着ずると風 
量び'減かし、本体の部の温度が'上昇しで過熱防止装 
置び■(乍動することびあります。 

f し, 
f I 

(作動時） （權欄時） （作載)時） 

參掃孫機又は、ブラシでぎれいに掃除しでください。 


•ルムサ--モじンサーををやみに®げた0、ひヴが〇’たかむないでくだちい。 

• 羽板や的部にごみやほこななどびをく巧續したと寒は、お巧いホめの販売店又は、修理《格疆① 
いる化などに点檢巧頼されることをおずずめしまず。.. 













やわらかい韻でふき取る 



•本体や;晶風吹出□のちれは、本体びちえでから、 
しめらせたやわらかい巧でふき取つでください。 


< 811 ^ •滋働吹出 
れたりす 




) でないでを如そな t 



オイルフイルター•固定タンクの掃除り 


オイルフィルターや固定タンク 
タンクに巧巧が入つでいでち'’’ 
•点义しない— 
•炎か'リフトし、裏いびする 
»点义しでち途中消乂する一 
® 給ミ由表示か’点滅し、運転し 


















? .圈鬻の点検-寺入れ 



•ずイ此フイルターおよぴ臣じジンクの掃除を巧つで 
中で？肖义ずる爆爸は、お賣いずめの販売店に修理を i 


龍き mmmm う • 


オイルフイルタ- 


蠻オイルフィルタ^の中のかやごみを取つでからき 
れいななミ由で洗つでください。 

参ごみが取れにくい場含は、衝ブラシなどを使うと 
便利です。 


3ムま袋 


畳■れいなな巧 


•水洗いは給巧にしないでください。水でなラと灯'油び通適しなくなりま 




ごみやがを巧く 

一 紛巧ボンブ 


♦固定タンク內にたまっているごみや水を市販の給 
油ポンプなどで抜いでください。 


ポリバクツ 


画ををンク^ . 


3^イ化フィルターを 

辱它ットする 


•オイルフィルターをちとどおりにじツトしでくだ 
さい。 

こ揉れた巧'逆はよ < みきあつでくだ 

.' ゴ '' •' ' 占一 '-'…。 i . . . . .... ... ... ... 


攫期闘ご使用になりますと、器異の 点検が'必要です。 

雜2をに1回程度、シーズン終3後などにお買い巧めの販売店又は、修理翼格蓄〔(財）曰本5ミを燃焼 
機器保守協甚订 EL 03-3499-2928) で巧ラ按術管理講留含修3客（石油機器按術营理±)など〕のい 
る店などに点検依頼されることをおすすめします。 












巧の よ ラな 現戴は 鐵魔ではありません。 

•修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


1 親 象. 二'' 

説 明 

M 

m 

lAi 滤 

m 

国 

国 

圍 

巧めで使用するとさ、煙や臭いび'でる。 

耐熱塗料やほこりか‘焼けるためで ず。 

しばらく窓をあけで換気をしてください。 

巧めで使巧するときや、シーズン巧めのの 
使用時に 1 回で着义しない。 

固定タンクに灯油か’みたされるまで 4 〜 5 分位待って 
点义操巧をしでください。 

を油経路の空気たまりなどじより、 1 回で薦义 しない 
ことがあります。 2 〜 3 回点义操がをくりかえ しでく 
ださい。 

すぐに点义しない。 

石ミ由ガス化ちなのため予熱時間び約 2 分程必要です。 

(ホ熱時間は窒温によりをか変化します。） 

ネリ使巧時は予熱時間か’通常よりかし長くなることか’あ 
ります。 

点火時や消义時に白煙や臭いび出る。 

点乂時や消乂時の多少の百煙や業いは巽常■^陆逝り萊 
せん。 

燃焼開始時や消义をに「ピチ'ピチ j とい 
ラ奮がする。 

器具本体び熱により膨張、収縮ずるためでず。 

燃 

焼 

臟 

そ 

の 

總 

点义プラヴ'な検巧器-バーナヘッドがホ 
<なる。 

炎に熱せられホ熱するためです。 

炎び赤燈色に輝く。 

下記のよラな場さ炎びな檔色に輝くことびありますび 
異蓄でありません。 

•海岸に巧い巧など空気かじ塩分び多い場を 
•空気中にほこりや水分びをい場合 
• 超音波加湿器を使巧しでいる場合 

使用中にと珪ど费「ポコ-ポコ J とい ラ證 
びずる。 

給ミ由タンクから 固定タンクのちに巧ミ由が流出するとき 
の宣で異常ではありません。 

使用中にと普ど费「コト•コト J とい ラ轟 

がずる。 

電磁ポンプの動いでいる 富で異變ではありません。 

温風日夕出□がちれる。 

r 曰常の点検•ま入れ J (泌ぺヴ）にしたびい掃除を 
しでください。 






•巧の表にをとブいで、 をラ~^§お確かめください。 

•処置ち法により処置しでち 良くならないときは、お質い巧めの販売店!, 
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コン t ン h じ確業に差し込む 

ご 1-4-(： ぶろ • 









通電をれるまで待つ 



♦ 





# 


泻点乂操を卷ずる,，安定した蠕所で使巧す齋 

‘ ‘ --:::/:で旅二::! ■ 









給油する 

• • -'，い . •'，い•.か： .巧括 

1 •、- h .こ^ 





• 




給油□をしつかりしめを 

策巧道 r 〜' 三’を我慕甚雜 /^^^^^^nn 

m 

• 


• 


♦ 



舊醫のな油を使巧ず量） 

隆…ぶ产もた:み:六.占。 

♦ ♦ 


• 


• 


度 



送油経路の水抜寒、オイルツイルターの擺 
隙をずる 


♦ 


• 







固定タンクに圧し<装禮する 

‘ y " ‘、 


• 







固定タンクに正しく裝驢すを 

•- もブ： .1^ ぃ. jjj 

% 

• 


♦ 

♦ 




販売煙に修理齋做赖する 

，/声-—' 

•づ 

m 

♦ 



が 



エアーフイルターを掃除する 

，'—•一 ', 

一^ ■ 

参 

• 






の 

廣靈物)靖觀り撒く 

，帝厨巧を煎 AH のほ 
こ0でつまクでいる 

• 

♦ 

_ .—.— 





« 

溫職空気取入□苍擺隙ずる 

沪 i ■:だホ:;■■を;む L さちびホ巧した ， 


♦ 







窓をあけ、部廳の擲気をすを 

，* :で k ：; 一 ■-ぶ W 蓬^韻 ■ 


♦ 







稱点火操作をすを 

品: ム •ぶ'互-:;也咱詞— 



J 






チャイルドロックを解除ず器 



デジ资ル聚 示部に f 表示されたときは、で記の処置をしでください。 


点义誇および、燃焼中に消义 

团困の 

電気系統の数廣 

圍困困国 B 

お誦き瞧消义装置の作動 

幽 

獲靈または麵 i 麟動俸動 

圓 

(巧動時） （《 帰時）（作動時） 


•オイルフィルターや固定タンクにごみや水びたまつ でい 
ないか確認を、再度点义操作をしでください。 

処置をち f 表示するときは、お買い求めの 販売店にご相 
談ください。 

泰修理び必要です。 

お買いずめの販売店にごホ目談くださし、。 


參巧震自動消火装置が'巧 動し、遷転を停止しました。 
周囲の点檢•お認後、点义 操作をしでください。 


♦停電または過熱 P ち止装麗 びた動し、遷輯を停止しました。 
冷却後、温風空気取入 □の点検■清掃、周国の確認をし 

てから、点义操巧を しでください。 















• i 么を蠢 I 不亮まな修理、調靈は危険ですので、部 S の交損、調璧か'必變の纖謹に感、 
お質いずめの販齋魔また I ま、修邏資格着〔(お)曰本 S 巧燃鱗機器爆巧協緩で巧ラ巧術 g 
邏誦麗^修了蠢（田油機器技術籍理±)など〕のいる®齋應にご«讓ください。 


SIS 巧麵 tt コ〇た縛恶部晶とご}1定くだ護い: 

瘦ふ叫，资化 ij やすい部蟲（交殘が必要な部攝） 


■おし/与丰毛*劣化しやずし巧区を 

(寫温乂お中で捷巧される部攝〉 


■ち顯間の使巧(こより消耗 ■ 冀化しやずい都 f 

•パ…ナヘッド' • バーナヘッド L :く 


■変質を了滿-不純好ミ 
しやすい部猜 

装 f '' み讀ブ 3 に?ィムタ〜 •‘ 
♦ぶがおお f ブレー/卜 1 


弓にぶり劣化 

•がンプツイん没… 
*瓣撥がンブ 


4 4 /B ' ttSC 

11.保冒 ( 


援期闘傻 



おしまいになるときは、曰常の点検•手入れの項を参照し、巧の要領で保管しでください。 

1•靈源プラヴをコンむントから巧いでください。 

2 .S 風空 氮取乂 □ • 湿風吹出 □ • エアーフィルタ… (25 . 26 ぺ-ジ参照） 

エア"ークリ…ンユニッ トロ 3 ぺ—ジ参照） の掃除をしでく ださい。 

3 •給; 1 タンクと固定タンク巧のな巧を拔き取ってください。 （ 26 ペ-ジ参照） 

雜か、ごみなどを残したまま保管すると、さびや巧あきの原因になります。 


4 •辣フイ 夕一の婦陈をしでください。 （ 26 ぺ-ジ参照) 
5 •藥雜のご影^® こりを取つでください。 

•掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 


6.赛雜獲 b 嫁らおた樣で ちれを落としでから、 からぶきしでください。 

( 26 ぺージ参照） 

7.3 装纏に入觀晋、籍爆した場所にが平に保靈 b でくだ靈い。 

•I 么ミを憲 "1 寝期間使话しなレ、と葦または探请するときは、も、 .W 巧を抜い r く人と 

傾けたり、横働しのが態ではおがに保唐しないで、たさい。 

义巧のおそれか’ありまず。 

• 取扱説明雪を大切に巧管しでぐださしお -- 去；.卓冷:;:； 










'な滿 （ J に1璋な巧) 


0.70 kW (600kcal/h) 


37づ6 (露犬燃燒時）/ 24CIB (霞ル燃焼時) 


13時間(叢大燃燒時) 


冨さ446醒幅 536mffl 奧巧 300mm (霞台を含む) 


樂ホ目 100V 50/60H2 
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|pw|S|| 












































參このコ□ナ 6 ミをフアンヒーターには保 i 正書か’ついでいまず。「お質い上げ曰-販売店咨 j などの 
記入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大がに保管しでください。 

@保証期間はお翼い上げいただいた曰から1を間です。 

參巧のよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の巧象になりませんのでま憲しで 
ください。 

因変質なミをや不純灯ミをなど、また灯巧な外の燃料使用による故障や事故。 
a 誤つた使用ちまによる故障や事故。 


■修理を依類されるとき 

参本書の「故障.異常の見分けちと処置方る」 （28 . 29ページ参照）の項にがって調べでち良くな 
らないときは、電源プラグを巧いでお買いずめの販売店または、おおくのコ□ナお客様ごホ目談 
窓□にご連絡ください。 

♦保証期間中であれば保証書の規定にがつで無将修理させでいただきます。 


a 保証期間が過ぎでいるとさは -，-. 

■お离いがめの賠売店にご巧段くださし、 

••1-■.!•，、••？■'.ル、ではおを想のご更留に’ 

ぶ0巧巧恆理し、たします.‘.'な J 、 


•補修巧性能^を寒お保有期間 

胃记巧フアンヒーター•巧が倭巧牲能も‘弓（機能を維持ずる 

I めに必愛な芒胁 <7^巧ち巧 P は製造巧ち巧) 0 を 6 
でず。^^^ tel 
のが •ホは、巧商お*坦巧指巧に/、 々ちのです。 


® 輸送時や運搬時に給'油タンク’固定タンク巧にロミをび残ったままですと、傾きや振動でなミをびこぼ 
れることびありますので、必す抜き取っでください。 




